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「学びのふりかえり」に取り組んでい
るけれど，授業への生かし方が
いまひとつわからないのです・・・。

先生方の授業づくりを応援します！

「学びのふりかえり」を使ってできる，ちょっとした授業改善のヒントを
お届けします。児童に，考える力・記述の力を付けるための授業づくりを
一緒に考えていきましょう。

「学びのふりかえり」の効果的な使い方

今回は，第５学年・算数「単位あたりの大きさ」 （教科書東京書籍

下１１～１３ページ）の課題を扱った授業計画例を紹介します。
先生方の１時間の授業づくりの参考にしてください。

◎正答例は，次の①～③の項目で構成されています。
◎採点に当たっては，児童の解答を項目ごとに評価
し，書けている項目をチェックします。（ピーチウエ
アのExcelソフトを使えば，点数は自動計算されま
す。）

◎昨年度の県内における項目ごとの解答率は，下の
とおりです。

① Ａの飼育小屋の１㎡あたりの匹数を求めて
いる。（２点） ４８．３％

② Ｂの飼育小屋の１㎡あたりの匹数を求めて
いる。（２点） ４７．９％

③ Ａの飼育小屋の１㎡あたりの匹数とＢの飼育
小屋の１㎡あたりの匹数を比べている。
（２点） ４０．１．％

（※①～③全ての項目が書けていた児童 ３４．３％）

この問題のように，なぜ「ＡよりＢの飼育小屋
がすいている」と考えたのかを言葉や式や数直線
を関連づけながら説明する活動が大切です。
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解説資料でポイントを確認します

これらのポイントが授業中に表れるようにするためには，
どんな「問い」の工夫をしていきますか？

第５学年・算数「単位あたりの大きさ」の実践例

児童の解答例

＊１㎡あたりの匹数ではなく，１匹あたりの面積を求めているの
で，採点基準①②③を満たしていない。

＊このような場合は，「面積をうさぎの数でわること」「うさぎの数
を面積でわること」のどちらが１㎡あたりを求めることができる
かについて，混同していると考えられます。

「そろえれば比べられるのでは…」という子供の見通しをもとに展開してい
ます。何をどのようにそろえたのかを，子供とのやりとりの中で明らかにして
いく際，式の意味を問うたり，数直線と結びつけたりしています。

公倍数の方法も，１㎡あたりのうさぎの数，１匹あたりの面積を求める方法も
そろえて比べる という考え方を使っています。また，どの考えも面積とうさぎの
数に関して比例関係があることが前提になっています。「３ 比例」「７ 偶数と
奇数，倍数と約数」の学習も振り返りながら進めると，学習につながりを感じ
ることができます。

数直線や式によって得られた
結果が，何を示しているのかを
振り返り，整理しています。

～昨年度の協力校の実践より～


